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写真は、ナギの枝葉（上段）と材の組織（下段）です。奈良市にある春日山には、ナギの純林があり、国

の天然記念物に指定されています。また、ナギは春日大社のご神木で、神事にサカキではなくナギの枝葉が

使われています。

ところで、“ナギは、広葉樹でしょうか、針葉樹でしょうか？”‥‥‥葉は広く、一見、広葉樹のようで

す。しかし、葉脈は多数の平行脈ですし、材の組織構成は、仮道管、樹脂細胞、単列の放射組織で、マキ科

に属する立派な針葉樹です。樹脂細胞（矢印）が多く点在し、分野壁孔はトウヒ型、スギ型、ヒノキ型が見

られます。

（出典：樹に咲く花、日本産木材　顕微鏡写真集　等）



研究ノート

１．はじめに

伐採・搬出コストを低減し、労働生産性の向上を

図るには、新しい効率的な作業方法が必要となりま

す。現在最も有効なものとしてタワーヤーダやプロ

セッサ等の高性能林業機械による作業システムが考

えられますが、路網の整備状況、機械価格、地形条

件等により全ての現場にこのシステムを適用するこ

とはできません。近年自走式搬器、ミニグラップル

や小型フォワーダ等の小型高能率機械の導入が西日

本を中心に進んでいます。本県においても一部の地

域において導入されていますが、普及、定着するま

でには至っていません。これら小型高能率機械の中

で、地形が急峻で、作業規模が小さい本県に、最も

適しているのが自走式搬器であると考えられます。

すでに簡易な集材路と林内作業車による作業システ

ムが定着している地域においては、このシステムに

自走式搬器を加えることにより、木寄せ、集材、積

込み作業の効率が上昇し、搬出コストの低減につな

がるものと思われます。

しかし自走式搬器は、架線に関する知識や経験が

必要であり、架設、撤去作業が一般の林家に難しい

のが実情です。このため資材の搬入、搬出やワイヤ

ーロープの取り扱いが容易で、架設、撤去作業が簡

単に行える自走式搬器架設支援車両を考案し、民有

林で実証試験を行いましたので、その概要について

紹介します。

２．自走式搬器架設支援車両の概要

自走式搬器架設支援車両は、平成11年度に林業機

械化センターの研修用備品として当センターで考案

し、魚谷鉄鋼㈱に製作を依頼しました。ベースマシ

ーンはチクスイ　スーパーやまびこ　BFY―９０５

W1で、フラット荷台にブレーキ付のドラム２個と

リードロープ用のドラム１個、架設資材積載用のス

ペースがあります。（図１） 各ドラムは二つのド

ラムクラッチでそれぞれ単独にフリーと正転、逆転

が選択できます。

この車両は200ｍ程度までの自走式搬器を架設す

るためのものですが、その特徴は

①全幅が1.2ｍであり、1.5ｍ程度の既設の簡易な集

材路でも容易に資材が搬入できること。

②ワイヤーロープの取り扱いが簡単で、架設撤収が

早い。下げ荷であってもワイヤーロープの先山へ

の送りが動力で行え、容易である。

③架設時にある程度までワイヤーロープを緊張する

ことができ、ヒールブロックによる索の緊張が早

い。

３．自走式搬器による搬出試験

調査地は間伐後３～４ｍに造材されたスギ・ヒノ

キ45年生0.34haで、この林分は農道に隣接していま

したが、林内には集材路がなかったため、図２に示

すように幅員1.8ｍの集材路をミニバックホウで95

ｍ作設しました。自走式搬器はイワフジ工業のラジ

キャリーＢＣＲ－１０ＳＰ（Ｄ）で（以下ラジキャ

リーと略す）、林内作業車（チクスイスーパーやま

びこ　ＢＦＹ９０９）に積んで林内に搬入しました。

－２－

小型高能率機械による搬出試験

森林資源課　生澤　起一

図１　自走式搬器支援車両

図２　調査地の概要
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研究ノート
架線は図２に示すように一本の元柱から２線（支間

水平距離、第１線74ｍ、第２線65ｍ）架設しました。

主索の高さは元柱で６ｍ、先柱で1.5ｍでした。作

業仕組みは、人力で木寄せした後、ラジキャリーで

線下までの木寄せ、荷おろし場までの集材、直接林

内作業車への積込み、その後林内作業車で土場まで

運材しました。作業組人数は、林内作業車への荷お

ろしと運材１名、木寄せと荷おろし補助１名、ラジ

コン操作１名、計３名で行いました。集材面積は

0.26haでした。

第１線の架設に4.5ｈ、第２線の張替えには3.0ｈ、

撤去に2.0ｈで、合計9.5ｈ（約1.5日）かかりました。

これらは全て３人作業で行いましたので、副作業に

4.5人要したことになります。

架設作業

は主索をヒ

ールライン

で、走行索

はチルホー

ルで緊張す

る以外は、

ほとんどタ

ワーヤーダ

の架設とほ

ぼ同様であ

り、容易に

架設するこ

とができま

した。ラジ

キャリーに

よる集材（図３）→荷縛り→実走行→荷おろし→空

走行を１サイクルとして 2 0サイクル実施し、

27.88kの搬出を行い、その所要時間は13.2ｈ（約２

日）、３人作業で６人要しました。全体の搬出にお

ける労働生産性は2.65k／人・日でした。

27.88k÷（4.5人＋６人）＝2.65k／人・日

１サイクルの中で、荷縛り、実走行、荷おろし、空

走行に要する時間は各サイクルとも大きな差は認め

られませんでした。この中で集材時間が長いのは、

集材距離（積込み場までの距離）が遠い場合や集材

回数が多い場合に見られ、本数や単木の大きさによ

る影響よりも大きいと思われます。また今回の試験

では、林内作業車による運材時間が15分～20分程度

であり、この間に木寄せを行うことができ、待ち時

間はほとんど発生しませんでした。しかし運材距離

が長く、待ち時間が発生する場合は、林内作業車の

台数を増やすなどの方策が必要になると考えられま

す。

ラジキャリーのオペレータを省いて２人作業で行

った場合で、集材路が既に整備されていれば労働生

産性は大幅に向上すると考えられますが、今回の試

験では集材路の開設が必要であり、２人作業で行っ

ても伐木造材功程を含めると、労働生産性は

2.0k／人・日程度になりました。

４．ミニバックホウによる搬出試験

先柱付近では主索の高さが低く、ラジキャリーの

集材には適さないため、ウィンチ付ミニバックホウ

と林内作業車による搬出試験を行い、ラジキャリー

集材と功程等について比較検討しました。作業仕組

みは、人力による木寄せ、ミニバックホウのウィン

チによる引き寄せ、ミニバックホウによる積込み、

その後林内作業車で土場まで運材しました。作業組

人数は、木寄せ、ミニバックホウの運転が1人、荷

掛け、荷おろし補助、林内作業者での運材1名、計

２名で行いました。集材面積は0.08haでした。ウィ

ンチによる木寄せ→ミニバックホウによる積込み

（図４）→荷縛り→実走行→荷おろし→空走行を１

サイクルとして５サイクル実施し、6.55kの搬出を

行い、所要時間は3.2ｈ（0.5日）でした。労働生産

性は非常に高く、6.55k／人・日でした。特に単木

材積が大きく、集材回数が少ない場合、効率的に搬

出できまた。

図３　ラジキャリーによる集材作業

図４　ミニバックホウによる集材作業



試験研究だより

今年の５月末、奈良県内のある市役所から、「シ

ロアリが街路樹を食害しているという住民からの連

絡があった。調査に同行してもらえないか。」とい

う依頼がありました。どうやら、その住民の家でヤ

マトシロアリの有翅虫（羽アリ）が発生したので、

注意して見て回ったら、近くの街路樹の被害にも気

がついた、という経緯のようでした。

シロアリは世界中で2,400～2,500種類が知られて

います。日本では16種が生息し、その被害が問題に

なるのは主に４種で、それらは木材を食害します。

奈良県内で常に生息しているのはヤマトシロアリ１

種だけです。海外では、ある種のシロアリが植林し

た苗木を食い尽くしてしまったり、日本でも温暖な

地域に生息するイエシロアリは、庭木や並木を食害

することがあるようです。しかし、ヤマトシロアリ

は、通常、湿った木材を食害し、生きている樹木を

攻撃することはまれで、その場合も老木等でかなり

衰弱している樹木に限られます。

私たちは「実際には、街路樹の近くの支柱や木柵

等の木材が被害を受けているのではないか。」と考

え、この依頼には「みどりの保全室」ではなく「木

材利用課」が対応することになりました。

数日後、調査に同行すると、その道路の街路樹は

約20年生のプラタナスで、どの樹木にも若葉が茂り、

遠目には異常が見あたりませんでした。しかし、問

題の樹木に近づいて驚きました。

３本のプラタナスの幹には、大きな空洞があった

り、根元近くで腐朽が進行していたり、カミキリム

シの脱出孔があったりで、樹木は明らかに病んでい

ました。また、空洞の内部は木部が脆弱化しており、

そこには腐朽とシロアリの食害痕が見られました。

私たちの予想に反して、周辺には支柱や木柵等の木

材はありませんでした。

もう一つ驚いたことに、この３本のプラタナスの

周囲は、完全にアスファルトで舗装されており、土

が見えない状態でした。事情を聞くと、「土がある

と雑草が生えて困るから、アスファルトで地面を全

部覆ってほしい」という住民からの申し出により、

こうなったとのこと。プラタナスの根には、水も酸

素も十分に行きわたらず、その結果、樹木は弱って

しまったのでしょう。

私たちは、市役所の担当者に「樹木の強度も低下

しているであろうし、台風で強い風が吹けば樹木が

倒れる恐れもある。切り倒した上、切り株がシロア

リの温床にならないように、株を掘り起こし、残っ

た根にシロアリ駆除剤を散布した後で埋める、とい

う処置が至急必要であろう。」という意見を伝えま

した。

今回の調査で、衰弱した樹木はヤマトシロアリの

食害を受ける場合があるということを目の辺りにし

ました。また、この街路樹も根元周辺が舗装されな

ければ、衰弱することなく元気に生きながらえたの

ではないかと思うと、残念な気持ちになります。

－４－

街路樹にシロアリ被害が発生？！

木材利用課　酒井温子

①腐朽およびシロアリの食害痕
②カミキリムシの脱出孔

空洞から腐朽およびシロアリ食害部分を掻き出したところ



試験研究だより

はじめに

野生動物の生態を調べる方法には、様々な手法が

あります。これまでに足跡・糞・食痕などのフィー

ルドサインから色々な情報が得られることをお話し

ました。しかし、野生動物の生態を明らかにするに

は、このような間接的な方法だけでなく、野生動物

を直接観察することも必要となります。しかし、野

生動物の姿を捉え、観察するには、大変な忍耐と労

力と費用を要します。今回とりあげたセンサーカメ

ラによる調査は、野生動物の生態を知るための簡便

かつ有効な方法です。それでは、センサーカメラの

仕組みについて解説し、次いで撮影記録からどのよ

うな情報を読み取ることができるのかを紹介いたし

ます。

センサーカメラの仕組み

センサーカメラにも色々なモデルがあります。私

たちが使っているのは安価なモデルです（写真１）。

外見はコンパクトカメラそっくりなのですが、レン

ズ上部に赤外線センサーが組み込まれている点が異

なります。動物が発する微弱な赤外線を、このセン

サーが感知してシャッターが落ちるという仕組みで

す。カメラを木の幹や枝にしっかりと紐で固定し、

獣道など動物のやってきそうな所にレンズを向けて

おきます。すると、動物が現れるたびにセンサーが

反応し、自動で撮影が行われます。もちろんストロ

ボ内蔵なので夜間でも撮影が可能です。自動巻上げ

なので、フィルムが終了するまで動物の姿が記録さ

れます。

得られる情報

私たちは、野迫川村に10台のカメラを設置してい

ます。写真２は、そのうち１台が撮影したニホンイ

ノシシの親子です。このほかニホンジカ、ニホンカ

モシカ、ニホンキツネ、ニホンテン、ニホンノウサ

ギ、ニホンツキノワグマなど、たくさんの動物を撮

影することができました。このように、定点で長期

間撮影を行うことによって、調査地にどのような野

生動物が生息しているのかを知ることができます。

撮影される動物の種類や頻度は、季節によって変化

することも判りました。また、写真の右下には撮影

日時が記録されるので、たくさんの撮影データを収

集することにより、各動物の活動時間帯も知ること

ができます。

おわりに

センサーカメラを使った野迫川村での調査は、昨

年の12月から実施しています。１年間経過した時点

でどのような情報が得られるのかが楽しみです。結

果がまとまった時には、あらためて皆さんに紹介し

たいと思っています。

－５－

センサーカメラを使った野生動物の調査

みどりの保全室　米田吉宏

写真１　センサーカメラの設置状況 写真２　ニホンイノシシの親子



トピックス

この会議は、奈良県の林業技術の開発を推進する

ため、森林技術センターが取り組むべき課題を審議

するものです。林業および木材加工専門部会は6月

28日および６月30日に、本会議は７月28日にそれぞ

れ開催されました。専門部会では、各委員から出さ

れた技術開発についての要請と、森林技術センター

から提案した来年度の新規提案課題が併せて協議さ

れ、下記の課題が本会議に上程されされました。本

会議での協議結果の概要はつぎのとおりです。

１．「温暖化対策としての森林整備の進め方の研究」

地球温暖化対策は非常に重要な課題なので、平成

17年度新規研究課題として「エネルギー利用を目的

とした早生樹針広混交林の可能性調査」を進めても

らいたい。また、間伐が遅れると虫害が増えるので、

間伐材利用促進に努めてもらいたい。

２．「きのこの新品種・新品目の開発」

平成17年度新規課題において、大量生産品と差別

化できる新品種､新品目の開発を進めてもらいたい。

３．「杉・桧化粧材の表面割れ防止策について」

乾燥については平成17年度新規研究課題で対応し

てもらいたい。しかし、乾燥だけでは解決しないの

で、塗装や薬剤処理を含めた表面割れ防止法につ

いても検討してもらいたい。また、国産材を利用し

たいユーザーが増えているので、多くの情報を伝え

てもらいたい。

４．森林技術センターからの平成17年度新規研究提

案課題

下記の９課題が異議なく承認されました。

①原木殺菌法によるキノコ栽培技術の確立

②分生子を利用した菌根性きのこの接種技術の開発

③カンゾウタケの栽培技術の開発

④エネルギー利用を目的とした早生樹針広混交林の

可能性調査

⑤竹林の拡大防止とバイオマス資源としての評価

⑥春日山原始林の種組成に及ぼす侵入種の影響

⑦強化ＬＶＬを活用した高強度な住宅用耐力壁の開

発

⑧スギ製材品の省エネルギー乾燥方法の検討

⑨材の変色を防ぐ高周波・蒸気複合乾燥技術の確立

要約のみを掲載しましたので、不明な点がありま

したら、お気軽にお問い合わせ下さい。

（企画調整課）

－６－

奈良県林業技術開発推進会議



トピックス

当森林技術センターでは平成12年度から研究活動

の公正かつ適切な評価を行うことにより、効率的、

効果的な研究開発を推進するため、試験研究評価制

度を導入しています。評価機関は内部評価機関の研

究監理委員会と外部評価機関の奈良県森林技術研究

評議会からなり、当センターの行うすべての研究課

題を対象とし、事前評価、中間評価、事後評価およ

び追跡評価を行います。

奈良県森林技術研究評議会のメンバーは、森林科

学、木質科学に知見のある専門家、県内の林業・木

材産業について幅広い知見のある専門家、研究開発

マネージメントに精通している者等、合計７名で構

成されています。今年度の研究監理委員会は５月26

日に、そして森林技術研究評議会は７月14日に開催

されました。評価対象研究課題は、事後評価10課題

でした。研究課題名は次のとおりです。

＜事後評価対象研究テーマ＞

①屋外ばくろ試験による集成材の接着耐候性評価技

術の確立（H10-15）

②天然薬剤を用いた木材保存技術の確立（H14-15）

③低負荷化学修飾法による木質材料の高精度化･ロ

ングライフ化（H13-15）

④大和川流域森林の公益的機能増進のための調査

（H12-15）

⑤広葉樹人工造林地の実態調査（H14-15）

⑥森林ボランティア活動における労働安全に関する

研究（H14-15）

⑦森林生態系の保全に配慮した竹類の侵入防止と有

効利用に関する調査（H14-15）

⑧下刈り省力ネットの信頼性の向上（H12-15）

⑨樹木生理的手法を用いた枝打ち技術の確立（H8-

15）

⑩きのこ新品種の開発（H11-15）

終了課題10課題のうち、「低負荷化学修飾法によ

る木質材料の高精度化･ロングライフ化」、「下刈り

省力ネットの信頼性の向上」、「樹木生理的手法を用

いた枝打ち技術の確立」および「きのこ新品種の開

発」の４課題が主要成果として評価されました。主

要成果として評価された課題は、研究成果発表会で

報告されます。

今年の研究成果発表会は、下記のとおり開催しま

すので、多くの方々のご参加をお待ちしています。

（企画調整課）

－７－

奈良県森林技術研究評議会

平成16年度奈良県森林技術センター
研究成果発表会

日　時：平成16年11月26日f 13：30～

場　所：奈良県森林技術センター

林業研修館

＜主要成果＞

「低負荷化学修飾法による木質材料の高精度

化･ロングライフ化」

（木材利用課　総括研究員　伊藤貴文）

「下刈り省力ネットの信頼性の向上」

（森林資源課　主任研究員　上田正文）

「樹木生理的手法を用いた枝打ち技術の確立」

（森林資源課　主任研究員　上田正文）

「きのこ新品種の開発」

（森林資源課　主任研究員　小畠　靖）

申込み：氏名、連絡先を明記して11月19日ま

でに郵便あるいはFAXで申込んでく

ださい。

〒635-0133 高市郡高取町吉備１

奈良県森林技術センター

FAX 0744-52-4400
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ミニ・ニュース
◎「小学生のための木工教室」

８月10日c、第22回「小学生のための木工教室」が当センターで開催されました。参加した４，５，６年
生はそれぞれ「小物入れ」「スライド式本立て」「小物入れ付き踏み台椅子」の課題に挑戦しました。途中、
苦戦しながらも、最後には全員が作品を完成させて、うれしそうでした。木のお話では、動物と植物の共生
関係について学びました。動物と植物の利用し合う関係について、出題された質問に自分で考え、答えをだ
しました。その後、写真や絵を用いた説明があり、楽しく学ぶことができました。

◎第55回日本林学会関西支部、日本森林技術協会関西・四国支部連合会合同大会
標記大会が10月26日c～27日dに山口県で開催され、当センターから下記の研究発表が行なわれます。
南宗憲、植松誠之：大和川流域におけるアカマツ林の実態
◎研究員派遣研修　森林資源課　植松誠之技師　期間：６月21日～９月３日
森林資源課の植松技師が、独立行政法人森林総合研究所　林業経営・政策研究領域林業動向解析研究室に、
木材流通（価格・コスト・経路）に関する研究手法の習得を目的として、長期研修に派遣されました。

５歳の誕生日を迎えた子がある日、問いかけた。「おとうさん、人間て動物やろ？」「うん、そうやな。」
と返事すると、「今日な、保育所でな・・・」娘の言うに、友達とクイズごっこをした時のこと、自分の番
に、「言葉をしゃべる動物はなあんだ。」と出題したら、みんなわからなかったので、「それは人間。」と答え
たところ、「人間は動物でないから、まちが～い。」と反論された。「人間動物説」を唱えた者は自分だけで、
その場に居合わせた友達はみんな「人間特別説？」の立場であったらしい。いつかお父さんがお姉ちゃんに、
人間は動物やて言うてた。でもみんなは違うて言うた。多勢に無勢。悔しかった。帰った父親に再確認して、
一安心。という娘の心の動きが、言葉で推察された。良くできた。おまえは正しいと、褒めるべきところで
あろうが、「ううん・・・。」次の言葉に詰まった。これは少々むつかしい。単純に自然科学の立場に立てば
良いというものでもない。要は人間認識の方法論である。認識の視点を人間からでなく、宇宙に置いてみる。
やはり、人間は同じ地球上の動物だとわかる。自然科学のこの認識方法を「人間とは何か。」を考える出発
点にしたらどうかな。と、娘には伝えたい。今回の何気ない会話から、うちでは何の疑問もなく、人間は動
物だと教えたが、どうやら他の多くの家庭では人間は人間、動物ではないと教わっているらしい。というこ
とがわかっただけでも、新鮮な発見であった。あるいは、教わらなくても自分で無意識にそう認識するよう
になるとすると、そこからのアプローチもおもしろそうだ。これらのことをいつか娘と考える日が来るか
な？と、ふと思う、今日この頃。

編　集　後　記

木 工 工 作 木 の お 話




